
- 1 -

推拿医学(Journal of Tuina Medicine)

Vol.3 No.1(March, 2000)

卷頭語

兪大方老師を偲ぶ

李 強＊

私は今年で４３歳になります。幼稚園を含め正

規の学校で学生として過ごした年月は２５年に達

し、学校には長く居て勉強をしましたが、決して

頭がいいと思っておりません。勿論、周りの方々

にも思われていません。

ところで、長い学生生活では、多くの先生と出

会いました。その中、素晴らしい道理を教えられ

たり、また人生の道を指しられたりする、なお記

憶の中にずっと残っている先生を、私は心の中で

「恩師」と呼んでいます。昨年春に急遽に他界さ

れた兪大方先生は真にその一人でした。享年は還

暦の手前で、壮年早逝というべきでした。

さて、私が始めて兪先生の講義を拝聴したのは

１９７６年の春、ちょうど推拿専門学校３年生の

蘇州卒業実習のときでした。その時、私と何永瑞

先生（現在龍華病院推拿科医長）は卒業実習を抜

けられ呉県衛生局と上海中医学院が合同で主催し

た公社衛生院傷骨医師養成コースの実習指導教員

としていた頃でした。その養成コースの推拿理論

講習は兪先生が担当していたわけです。講義のテ

ーマは「推拿療法と新医整骨療法」でした。完全

に原稿を見ず、理路整然とした極めて巧みな話術

で、全てflow-chartの形式で分かりやすく印象に

残るものであった。兪大方先生の教えぶりは大学

でも有名で、学生諸君に優秀教師として選ばれた

ことが数回があったと思います。

1981年、私は曙光病院推拿科から兪先生が主任

を務めていた鍼灸推拿学部の推拿教研室に職場を

移りました。ある日、兪先生は私に対して、「専

門学校の学歴では、いくら頑張っても出世できま

せんから、推拿コースの１期生を受けたらどうで

しょうか」といわれました。果たして私も頑張っ

て大学を入り、今日まできました。今のわたしの

現状をみると、決して出世したといえませんが、

推拿ＭＤとしての私は確かに日本で頑張らせても

らっています。それは兪先生のおかげです。

確かに、兪大方先生は多くの学術功績が残って

います。まず、衛生部「全国中医高等学校教材編

集委員会」メンバーとして、1982年、全国で始め

て統一した『推拿学』の編著に力を尽くしました。

そのテキストは中西医結合の角度から推拿をまと

め、提唱した推拿治療の基本原理が新鮮で、今で

も推拿学の藍本として使用されてます。

そして、80年早期、大学の政治経済研究室王愛

紅教授との共同研究で、始めて医療経済学の研究

手法を用いて、西洋医学の治療法より推拿のほう

が経済利益は大きく、設備投資が少なく、医療保

険の出費が少ないという結論に結びつけ、『上海

中医薬雑誌』に発表されました。推拿医学の研究

分野では、前人未踏、後人未有の力作でした。推

拿の素晴らしさをＰＲするのは高治療効果、低医

療費用のメリットを突破口として、きっと普通の

臨床論文より力度が大きいのだと思います。

先生は、40年余りにわたり、推拿の科学化・推

拿の大学教育、とくに教育内容の構築に献身して

こられました。80年代中期に渡米して、海の向こ

うでも推拿を普及することに尽力されました。

最後に、推拿医学が中国の国境を超えて、全世

界へ普及するという兪大方先生の遺志を継承して、

後輩のわれわれは頑張って行いたいと思っており

ます。

どうぞお心安らかに、ご冥福をお祈り致します。
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